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会与党の座を維持し、民主同盟（Democratic Alliance: DA）は得票率を伸ばして野党第 1党を堅持
したほか、西ケープ州議会選挙で 6割近い票を集めて与党の座を守った。昨年（2013年）結成さ
れた新党、経済的自由戦士（Economic Freedom Fighters: EFF）は健闘し、国会で第 3党、ほとんど
の州議会においても第 3党以内の地位を得た。 
民主化後の南アフリカ政治において ANCは圧倒的な強さで与党の座を守り続けており、「今回
の EFFや前回選挙で健闘した人民会議（Congress of the People: COPE）が ANCを離脱した人々に
よって結成された政党であることを考えれば、かりに ANCを凌駕する政党が出現するならば、そ
れはおそらく ANC 内部から生まれる」とするフリードマンの指摘は正しいのかもしれない





















第 1回全人種参加選挙の DP得票率は白人右派の自由戦線（Freedom Front: FF）をも下回り、獲得
議席も 400議席中 7議席にすぎなかった。1994年から党首を務めたトニー・レオン（Tony Leon）
のもとで支持者を増やし、1999年の国政選挙では野党第 1党となったものの、当時の DPは基本
的に白人ミドルクラスの支持政党であった。その後、2000年に新国民党（New National Party: NNP）3と
















3 アパルトヘイト体制を構築し、その後 ANCとともに民主化交渉を担った国民党（National Party: NP）の後継。 
4 DAには後に、連邦同盟（Federal Alliance）、独立民主（Independent Democrats）、南アフリカ民主会議（South African 
Democratic Convention）といった少数政党が加わった。 
5 カラードは、西ケープ州人口の 48.8％、北ケープ州人口の 40.3％を占める（2011年国勢調査）。 




















2013 年半ば、DA は「あなたの DA を知ろう」キャンペーンを打ち出し、進歩党選出の国会議
員として議会内でアパルトヘイト政権を批判し続けたヘレン・スズマン（Helen Suzman）とジィ
ラを中心にした DA の歴史に関する短いビデオを制作したが、このビデオにおいても現ケープタ















ことは、2013年後半から 2014年初頭に起こった 2つの出来事に表れている。 
第一が 2013年 11月、雇用均等法改正法案8をめぐり、マジブコ率いる議会の DA幹部会が同法
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